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1. 事業概要 

 

（１）事業所名および代表者氏名 

株式会社 陣内工務店 

代表取締役社長 阿南 啓二 

 

（２）所在地 

本　　　社 〒842-0101佐賀県神埼郡吉野ケ里町松隈60番地
松隈資材置場　　 　　　　　　　佐賀県神埼郡吉野ケ里町松隈71番地　　
永山資材置場　　 　　　　　　　　　佐賀県神埼郡吉野ケ里町松隈1246-4番地
三津資材置場　　 　　　　　　　　　佐賀県神埼郡吉野ケ里町三津792-1番地
神埼資材置場　　 　　　　　　　　佐賀県神埼市神埼町志波屋2751-8番地　  

（３）環境管理責任者及び担当者連絡先 

環境管理責任者：陣ノ内 和見 

    担当者：陣ノ内 ゆりか 

連絡先 TEL： 0952-52-6688 

FAX： 0952-53-3666 

E-mail：main＠jinnouchi-koumuten.co.jp 

 

（４）事業活動の概要 

建設業：土木工事業、電気工事業、とび・土工工事業、舗装工事業 

    鋼構造物工事業、水道施設工事業、しゅんせつ工事業、管工事業            

       産業廃棄物収集運搬（自社運搬のみ） 

（５）事業の規模  

売上額：518 百万円 （2022 年） 

区分 本社 松隈資材置場 永山資材置場 三津資材置場 神埼資材置場 合計 

従業員数 33 名 無人 無人 無人 無人 33 名 

敷地面積 620 ㎡ 579 ㎡ 2465 ㎡ 764 ㎡ 11568 ㎡ 15996 ㎡ 

延床面積 396 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 267 ㎡ 0 ㎡ 663 ㎡ 

 

（６）事業年度 

2022 年 4 月～2023 年 3 月 

 

（７）法人設立年月日 

1986 年 3 月 13 日 

（８）資本金 

3 千万円  
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（９）組織図（エコアクション２１実施体制図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 認証・登録の対象組織・活動 

対象組織  

株式会社 陣内工務店            

本  社      

松隈資材置場     

永山資材置場     

三津資材置場     

神埼資材置場     

対象活動             

土木工事業、電気工事業、とび・土工工事業、舗装工事業 

    鋼構造物工事業、水道施設工事業、しゅんせつ工事業、管工事業 

           上記の全組織と全活動 

代表者 

社長 阿南 啓二 

環境管理責任者 

 

ＥＡ２１委員会 

委員長     

総務部     

土木工事部   

送電工事部   

総務部（4 名） 

 

土木工事部（9 名） 

 

送電工事部（18 名） 

 

ＥＡ２１事務局  
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3. 環境経営方針 

 

企業理念 

株式会社陣内工務店は、各種工事に応じた堅実な施工と管理に努め、地域社

会の更なる発展に貢献する事はもちろんの事、顧客満足の向上を永遠に追求し

ながら社員の幸福を願い、企業の永続的な成長を目指します。  

 

環境経営方針 

当社では環境経営方針を定め、特に以下の事項について重点的に取り組みます。 

 

1. 省エネの推進による二酸化炭素排出量の削減に努めます。 
 

2.  廃棄物排出量の削減とリサイクルに努めます。  
 

3. 節水による水使用量の削減に努めます。 
 

4. 環境に配慮した施工方法を選定し、環境の保全に努めます。 
 

5. 地域貢献活動に積極的に参加し環境保全に貢献します。 

 

6. 事業活動に関する環境関連法規を遵守します。 
 

7. 毎年、環境への取組は環境経営レポートに取りまとめ、広く外部にも公表します。 

 

8. 環境経営を推進するとともに、定期的な見直しを行い継続的改善に努めます。 

      
改定：2020 年 4 月 1 日 

株式会社 陣内工務店 

                     代表取締役 阿南 啓二 
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4. 環境経営目標 

・当社では誓約した環境経営方針を実現するために、単年度と中長期の具体的な環境目標

を 4 項目設定しました。 
・環境目標は 2020 年度実績を基準年として、二酸化炭素排出量、一般廃棄物排出量、

水使用量は 2％削減、産業廃棄物はリサイクル率 95％以上を実施、「現場周辺の清掃活

動実施」については工期が 3 ヶ月以上の現場で、現場数の 57％実施を目標としました。 

 

環境目標 
サイト 

区分 
単位 

基準年 単年度目標 中長期目標 

2020 年度 

2020.4～2021.3 

実績値 

2022 年 

2022.1～2022.12 

(△2％) 

2023 年 

2023.1～2023.12 

(△3％) 

2024 年 

20241～2024..12 

(△4％） 

 

１ 

二酸化炭素排出量の削減 

事務所 

kg-CO2 

20,495 20,085 19,880 19,675 

現場 224,275 219,790 217,547 215,304 

計 244,765 239,875 237,427 234,979 

（1）電気使用量の削減 
事務所 

kWh 
23,152 22,689 22,457 22,226 

現場 8,915 8,737 8,648 8,558 

（2）ガソリン使用量の削減 
事務所 

L 
4,012 3,933 3,892 3,852 

現場 23,207 22, 743 22,511 22,279 

（3）軽油使用量の削減 現場 L 64,391 63,103 62,459 61,815 

２ 

廃棄物排出量の削減       

（1）一般廃棄物排出量の削減 

    （その他可燃ごみ） 
事務所 ㎏ 457 448 443 439 

（2）産業廃棄物排出量の削減 

  （リサイクル率の向上） 
現場 ％ 97 95 以上 95 以上 95 以上 

３ 水使用量の削減 事務所 ｍ３ 97.5 95.6 94.5 93.1 

４ 
現場周辺での清掃活動の実施 

（工期３か月以上の現場） 
現場 ％ 56 57 58 59 

備考）・二酸化炭素排出量計算における購入電力の排出係数は、九州電力（株）の平成 2020 年度調整後排出係数（0.480kg-CO2/kWh)を
用いた。 

・化学物質については本事業活動での使用実績がないため、目標から除外した。 
・（ ）は基準年に対する削減率を示す。 
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5. 環境経営計画 

・環境経営目標を達成するために策定した環境経営計画は以下のとおりです。 

環境経営目標とその取組項目 
サイト 

区分 
環境経営目標の達成の手段 

1 
二酸化炭素排

出量の削減 

（1）電気使用量

の 2％削減 

事務所 

＋ 

現場 

室内温度は冷房時 27 度、暖房時 23 度を目安にエア

コン設定温度を調節する。 

夏季はクールビズ、冬季はウォームビズを励行して、

冷暖房温度や機器使用を抑える。 

夜間、休日は、パソコン、プリンター等の主電源を切

る。 

 

（2）ガソリン使

用量の 2％削減 

事務所 

＋ 

現場 

アイドリングストップ手順を決め、実行する。 

急発進・急加速を行わない。 

タイヤの空気圧を定期的に確認する。 

移動距離を調べ、走行距離の短縮化を図る。 

（3）軽油使用量

の 2％削減 
現場 

建設機械等の作業を中断するときは、エンジンを停止する。 

移動距離を調べ、走行距離の短縮化を図る。 

建設重機の定期的な保守・点検・整備を励行する。 

2 
廃棄物排出量

の削減 

（１）一般廃棄

物排出量の削減

（その他燃える

ごみ） 

2％削減 

事務所 

紙、金属缶、ガラスびん、ペットボトル、電池等につ

いては、分別回収ボックス等の設置と分別方法の「お

知らせ」を作成・掲示して、ごみの分別を徹底すると

ともに排出量の記録を取る。 

上記資源ゴミ等の分別徹底や弁当の食べ残し等をな

くして「その他可燃ごみ」の排出量を削減し、排出量

の記録を取る。 

両面印刷や裏紙利用で紙使用量を削減し、排出時には

分別排出を行い、ペーパーリサイクル率を高める。 

（２）産業廃棄

物排出量の削減 

（リサイクル率

95％以上） 

現場 

現場での産業廃棄物分別作業を協力会社を含めて徹

底し、混合廃棄物ゼロを目指す。 

マニフェストを発行し、適正処理を行う。 

3 
水使用量の削

減 

（１）水使用量

の 2％削減 
事務所 

水の使用場所には節水シールを貼り、節水コマを取付

ける。（止水栓の調整） 

社用車の洗車は必要最小限に止め、洗車時は節水に心

がける。 

4 
現場周辺の清

掃活動実施 

（１）清掃活動

の実施（57%以

上） 

現場 

現場周辺での清掃活動を計画し実施する。 

（工期 3 ヶ月以上の現場にて実施する） 

清掃活動にて集めたごみ類は、分別し処分する。 
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6．環境経営目標の実績 （2022 年） 

・当社における当該年度の環境経営目標達成状況は以下のとおりです。 

・環境目標 4 項目のうち、電気使用量（事務所）一般廃棄物排出量（事務所）とガソリン

使用量（現場）が目標値を上回り、目標達成できませんでした。 

・二酸化炭素排出量の削減は事務所・現場ともに目標を達成できている。 

・今後は環境経営計画を確実に実施し、全項目の目標を達成して二酸化炭素排出量の削減

を実行していく。 

 

環境経営目標 
サイト 

区分 
単位 

基準年 2022 年 目標 

達成状況 2020 年度

（2020.4～

2021.3) 

実績値 

目標 実績 達

成

率 

判

定 

二酸化炭素排出量の削減 

事務所 

kg-CO2 

20,495 20,085 16,365 122 ◎ 

現場 224,275 219,790 185,475 118 ◎ 

計 244,765 239,876 201,840 118 ◎ 

1 

（1）電気使用量の削減 
事務所 

kWh 
23,152 22,689 23,608 96 △ 

現場 8,915 8,737 6,123 142 ◎ 

（2）ガソリン使用量の削減 
事務所 

L 
4,012 3933 2,168 163 ◎ 

現場 23,207 22,743 20,373 111 ◎ 

（3）軽油使用量の削減 現場 L 64,391  63,108 51,497 122 ◎ 

廃棄物排出量の削減        

2 

（1）一般廃棄物排出量の削減 

（その他可燃ごみ） 
事務所 ㎏ 457 448 452.7 99 △ 

（2）産業廃棄物排出量の削減 

     （リサイクル率） 
現場 ％ 97 95 以上 98 103 ○ 

３ 水使用量の削減 事務所 ｍ３ 97.5 95.6 91 106 ○ 

４ 

現場周辺の清掃活動実施 

（工期 3 ヶ月以上の現場

にて実施） 

現場 ％ 

 

  56 57 72 126 ◎ 

 
備考）・達成状況の判定 ◎：達成率≧110％ ○：達成率≧100％ △：100＞達成率≧95 ×：95＞達成率 

  達成率＝（目標÷実績）×100 
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７．環境経営の取組結果に対する評価・次年度の取組 
について 

・当該機関の環境経営計画の取組状況と、次年度の取組方針は以下のとおりです。 

（１）二酸化炭素排出量の削減 

取組目標 

環境経営

目標の達

成状況 

活動項目 

環境

計画

の実

施状

況 

結果と評価 

（１） 

電気使用量の

2％削減 

 

事務所△ 

96％ 

 

現場◎ 

142％ 

室内温度は冷房時 27 度、暖房時 23 度を目

安にエアコン設定温度を調節する。 
○ 

【現状】 
・エアコン 3 か所に天井ファンを取付、効率

化を図り節電に取り組んでいた。 

・パソコン電源の切り忘れが見られた 

・照明等のスイッチ付近に『こまめにスイッ

チオフ』等の張り紙を実施し節電への意識を 

高めた。 

・第一四半期に事務所での電気使用量が多か

った事が目標未達成に影響している。 

・重機・車両使用前点検の実施については 

未実施の日が見受けられたので、確実に 

実施を行いたい。 

 

【次年度】 
・活動項目については次年度も現状のまま 

実施していき二酸化炭素排出量の削減目標 

の達成を目指したい。 

・夏季や冬季において日々のエアコン稼働時

間をなるべく短くできるように心がけたい。 

・ガソリンや軽油の使用量は仕事量に影響さ

れるが、使用量の削減に努めたい。 

・クールビズやウォームビズを上手に活用し

たい。 

夏季はクールビズ、冬季はウォームビズを励

行して、冷暖房温度や機器使用を抑える。 
〇 

夜間、休日は、パソコン、プリンター等の主

電源を切る。 
○ 

休憩室やトイレなどの電気を使用時のみ点

灯する。 
〇 

（２） 

ガソリン使用

量の 2％削減 

事務所◎ 

163％ 

 

現場◎ 

111％ 

アイドリングストップ手順を決め、実行す

る。 
〇 

急発進・急加速を行わない。 〇 

タイヤの空気圧を定期的に確認する。 〇 

移動距離を調べ、走行距離の短縮化を図る。 〇 

運転者は「重機・車両点検簿」に実施状況を

その都度記録する。 
 〇 

（３） 

軽油使用量の

2％削減 

現場◎ 

122％ 

建設機械等の作業を中断するときは、エンジ

ンを停止する 
〇 

移動距離を調べ、走行距離の短縮化を図る。 〇 

建設重機の定期的な保守・点検・整備を励行

する。 
 〇 

（２）廃棄物排出量の削減 

取組目標 達成状況 活動項目 
実施

状況 
結果と評価 

（１） 

一般廃棄物排

出量の 2％削

減 

（その他可燃

ごみ） 

 

事務所△ 

99％ 

紙、金属缶、ガラスびん、ペットボト

ル、電池等については、分別回収ボッ

クス等の設置と分別方法の「お知ら

せ」を作成・掲示して、ごみの分別を

徹底するとともに排出量の記録を取

る。 

○ 

【現状】 

・一般廃棄物排出量削減目標が、あと少

しのところで達成できていなかった。 

・ペットボトルや空き缶の処理は各自で

持ち帰り、当社では排出は行わなかっ

た。 

・産業廃棄物の排出はマニフェストを発

行して適正に管理されていた。 

・シュレッダーを活用しペーパーリサイ

クルの量が増えた。 

 

【次年度】 

・紙使用量の削減を実行し排出量を減ら

して行きたい。 
・産業廃棄物の排出についても現行の取り組

みを継続してリサイクル率の目標を達成し

ていきたい 

上記資源ゴミ等の分別徹底や弁当の

食べ残し等をなくして「その他可燃ご

み」の排出量を削減し、排出量の記録

を取る。 

○ 

両面印刷や裏紙利用で紙使用量を削

減し、排出時には分別排出を行い、ペ

ーパーリサイクル率を高める。 

○ 

（２） 

産業廃棄物排

出量の削減 

（リサイクル

率 95％以上） 

現場○ 

106％ 

現場での産業廃棄物分別作業を協力

会社を含めて徹底し、混合廃棄物ゼロ

を目指す。 

○ 

マニフェストを発行し、適正処理を行

う。 
○ 
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（３）水使用量の削減 

取組目標 達成状況 活動項目 
実施

状況 
結果と評価 

（１） 

水使用量の

2％削減 

事務所○ 

106％ 

水の使用場所には節水シールを貼り、

節水コマを取付ける。 

（止水栓の調整） 

○ 

【現状】 

・節水コマが取り付けられない蛇口は 

止水栓の調整を行った。 

 

【次年度】 

・次年度も現在の取り組みを継続して節

水を行い削減目標を達成したい。 

 

 

社用車の洗車は必要最小限に止め、洗

車時は節水に心がける。 
○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）現場周辺の清掃活動実施 

取組目標 達成状況 活動項目 
実施

状況 
結果と評価 

（１） 

清掃活動の実

施（工期 3 ヶ

月以上の現場

にて実施する） 

現場◎ 

126％ 

現場周辺の清掃活動を計画し実施す

る。 
○ 

【現状】 

・活動計画を立て実施をしていた、回数

も増えていた。 

 

【次年度】 

・活動計画を早めにたて、実施回数を増

やしていきたい。 
 

 

 

清掃活動で集めたごみ類は、分別し処

分する。 
○ 

・達成状況の判定 ◎：達成率≧110％ ○：達成率≧100％ △：100＞達成率≧95 ×：95＞達成率 

・実施状況判定  ○：実施できた △：ほぼ実施できた ×：実施できなかった －：該当しない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組状況の写真（節電・エアコン設定） 取組状況の写真（清掃活動） 
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８．環境関連法規制等の遵守状況の確認及び評価の結 

果並びに違反、訴訟等の有無 
 

・当該機関の事業活動において、環境関連法規への違反はありませんでした。 

・また、過去 3 年間に関係当局からの違反や指摘、利害関係者の訴訟もありませ

んでした。 

 

主な環境関連法規名 主な遵守事項 遵守状況 

廃棄物処理法 

・産業廃棄物処分委託 

・マニフェストの交付・管理 

・産業廃棄物の保管基準 

〇 

適切に実施 

建設リサイクル法 
・特定建設資材の分別解体義務 

・特定建設資材廃棄物の再資源化 

〇 

適切に実施 

フロン排出抑制法 

・フロン仕様機器の簡易点検、定期点検実施 

・点検及び整備内容の記録 

・フロン漏えい量の報告 

○ 

適切に実施 

オフロード法 ・特定特殊自動車は基準適合の確認 
○ 

対象工事なし 

騒音規制法 ・指定地域内における特定建設工事の場合 
○ 

対象工事なし 

振動規制法 ・指定地域内における特定建設工事の場合 
○ 

対象工事なし 

自動車リサイクル法 ・使用済自動車の引渡義務 
○ 

該当なし 

家電リサイクル法 
・製品廃棄の場合の適正な引渡、処理料金の支払

い 

○ 

該当なし 

佐賀県環境基本条例 

・環境への負荷の低減 

・資源の循環利用 

・廃棄物の削減 

○ 

適切に実施 

 

 



 
- 10 - 

 

９．代表者による全体評価と見直し・指示 

・エコアクション 21 の活動実施期間を変更し、2022 年は 1 月から 12 月まで

活動を実施して、5 年目の運用を行ってまいりました。 

・その活動の結果を踏まえ、代表者による全体の見直しを行いました。 

（１） 取組状況の全体評価 

≪環境経営方針≫ 

 

 

 

≪環境経営目標・環境経営計画≫ 

 

 

 

 

≪実施体制について≫ 

 

 

（２）見直し・指示 

 

 

 

 

                          2022 年 4 月 28 日 

                          代表取締役 阿南啓二 

  

 2020 年度の実績値より環境経営目標を策定し、環境経営計画を実施しましたが、

一般廃棄物排出量の削減目標と事務所での電気使用量は達成できていない。弊社全

体での二酸化炭素排出量の削減については達成率 118％と目標を達成している。 

環境理念や行動指針を再確認し、社員一人ひとりが環境負荷低減に対して 

高い意識を持てるよう心掛けていきたい。 

 実施体制については、特に見直す点は見当たらない。今後も社員全員で環境経営

に取り組み、活動を継続させ環境負荷低減目標を達成したい。 

 全体評価の結果来期は、2020 年度の実績値を基準値に設定し、中長期目標の 2023

年目標値で環境経営に取り組み、二酸化炭素削減目標を達成できるよう、引き続き

エコアクション 21 の活動実施に努めてまいります。 


